
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

○
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
決
定
し
た
件

一

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
七
号

平
成
三
十
年
十
月
二
十
八
日
執
行
の
福
島
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、
東
京
都
調

布
市
入
間
町
二
丁
目
二
十
九
番
地
二
十
二
平
原
行
人
、
東
京
都
国
分
寺
市
東
元
町
四
丁
目
三
番
十
号
笠

原
一
郎
、
東
京
都
立
川
市
柴
崎
町
二
丁
目
十
番
十
八
号
伊
藤
国
治
、
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
吉
田

東
六
丁
目
四
十
二
番
十
六
号
堀
川
清
美
及
び
福
島
県
郡
山
市
久
留
米
六
丁
目
百
五
十
一
番
地
の
十
一
森

園
和
重
か
ら
提
起
さ
れ
た
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日
次
の
と
お
り
決
定
し

た
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博

決

定

書

東
京
都
調
布
市
入
間
町
二
丁
目
二
十
九
番
地
二
十
二

異
議
申
出
人

平

原

行

人

東
京
都
国
分
寺
市
東
元
町
四
丁
目
三
番
十
号

異
議
申
出
人

笠

原

一

郎

東
京
都
立
川
市
柴
崎
町
二
丁
目
十
番
十
八
号

異
議
申
出
人

伊

藤

国

治

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
吉
田
東
六
丁
目
四
十
二
番
十
六
号

異
議
申
出
人

堀

川

清

美

福
島
県
郡
山
市
久
留
米
六
丁
目
百
五
十
一
番
地
の
十
一

異
議
申
出
人

森

園

和

重

右
記
異
議
申
出
人
（
以
下
「
申
出
人
ら
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
原
行
人
、
笠
原
一
郎
、
伊
藤
国
治
、

堀
川
清
美
（
以
下
「
申
出
人
平
原
行
人
ほ
か
三
名
」
と
い
う
。
）
及
び
森
園
和
重
（
以
下
「
申
出
人
森

園
和
重
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
平
成
三
十
年
十
月
二
十
八

日
執
行
の
福
島
県
知
事
選
挙
（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異

議
の
申
出
（
以
下
「
本
件
異
議
の
申
出
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下

「
当
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
決
定
す
る
。

主

文

一

申
出
人
平
原
行
人
ほ
か
三
名
に
よ
る
本
件
異
議
の
申
出
は
、
こ
れ
を
却
下
す
る
。

二

申
出
人
森
園
和
重
に
よ
る
本
件
異
議
の
申
出
は
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

異
議
の
申
出
の
要
旨

申
出
人
ら
は
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
の
当
選
を
無
効
と
す
る
旨
の
決
定
を
求
め
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
次
の
と
お
り
主
張
し
た
。

一

福
島
県
民
以
外
に
も
異
議
申
出
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

二

県
内
の
開
票
所
に
お
い
て
、
「
五
百
票
バ
ー
コ
ー
ド
票
」
に
よ
る
票
の
集
計
に
誤
作
動
及
び
不
正

の
疑
い
な
ど
が
あ
り
、
統
計
学
上
あ
り
え
な
い
結
果
が
み
ら
れ
る
。

三

他
の
選
挙
の
事
例
に
お
い
て
期
日
前
投
票
箱
の
中
身
が
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例

が
発
生
し
て
お
り
、
本
件
選
挙
に
お
い
て
も
、
夜
間
に
何
者
か
が
期
日
前
投
票
箱
の
中
身
を
す
り
替

え
て
い
る
疑
い
が
あ
る
。

四

そ
の
他
、
他
の
選
挙
の
事
例
等
に
よ
り
本
件
選
挙
が
信
頼
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

決
定
の
理
由

第
一

主
文
一
に
つ
い
て

一

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
二
百
六
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
又
は
長
の
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異
議
の
申
出
は
、
「
そ
の
当
選
の
効

力
に
関
し
不
服
が
あ
る
選
挙
人
又
は
公
職
の
候
補
者
」
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
は
、

「
選
挙
が
選
挙
区
ご
と
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
選
挙
区
の
選
挙
に
参
加
し

う
る
権
利
を
有
す
る
者
に
そ
の
結
果
の
違
法
を
主
張
す
る
途
を
与
え
、
も
つ
て
選
挙
に
関
す
る
法

規
の
適
用
の
客
観
的
適
正
を
期
し
て
い
る
法
意
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
（
昭
和
三

十
九
年
二
月
二
十
六
日
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

二

申
出
人
ら
は
、
福
島
県
民
以
外
に
も
異
議
申
出
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
す

る
が
、
当
委
員
会
の
調
査
の
結
果
、
申
出
人
平
原
行
人
ほ
か
三
名
は
本
件
選
挙
の
選
挙
人
で
あ
っ

た
者
は
一
人
も
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
い
ず
れ
も
本
件
選
挙
に
係
る
公
職
の
候
補
者
で
は
な
い
た

め
、
公
職
選
挙
法
第
二
百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
申
出
人
平

原
行
人
ほ
か
三
名
に
よ
る
本
件
異
議
の
申
出
は
不
適
法
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
主
文
一
の
と
お
り
決
定
す
る
。

第
二

主
文
二
に
つ
い
て

当
委
員
会
は
、
申
出
人
森
園
和
重
に
よ
る
本
件
異
議
の
申
出
は
形
式
的
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
件
異
議
の
申
出
を
受
理
し
、
厳
正
か
つ
慎
重
に
審
理
し
た
。

そ
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

当
選
の
効
力
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
は
、
当
選
無
効
と
な
る
違
法
事
由
は
、
「
当
選
無
効
は
───────────────────────────────────────────────────────────
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当
該
選
挙
が
有
効
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
（
当
選

無
効
）
原
因
と
な
り
得
べ
き
違
法
事
由
に
は
、
当
該
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
、
当
選

人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
の
違
法
、
各
候
補
者
の
有
効
得
票
数
の
算
定
の
違
法
、

当
選
人
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が
こ
れ
に
当
た
る
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
（
平
成
四
年
十
二
月
十
七
日
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
）
と
さ
れ
て
い

る
。

二

以
上
の
観
点
か
ら
、
申
出
人
森
園
和
重
が
主
張
す
る
申
出
理
由
が
、
当
選
無
効
の
原
因
と
な
り

得
べ
き
違
法
事
由
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
。

１

異
議
の
申
出
の
要
旨
二
に
つ
い
て

申
出
人
森
園
和
重
は
、
県
内
の
開
票
所
に
お
い
て
、
「
五
百
票
バ
ー
コ
ー
ド
票
」
に
よ
る
票

の
集
計
に
誤
作
動
及
び
不
正
の
疑
い
な
ど
が
あ
る
旨
を
主
張
す
る
が
、
県
内
の
い
ず
れ
の
開
票

所
等
に
お
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
不
正
等
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
事
実
に
基
づ
く
主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
申
出
人
森
園
和
重
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

２

異
議
の
申
出
の
要
旨
三
に
つ
い
て

申
出
人
森
園
和
重
は
、
期
日
前
投
票
箱
の
中
身
が
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
旨
を

主
張
す
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
不
正
等
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
事
実
に
基
づ
く
主
張
が
認
め
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
申
出
人
森
園
和
重
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

３

異
議
の
申
出
の
要
旨
四
に
つ
い
て

申
出
人
森
園
和
重
は
、
本
件
選
挙
以
外
の
他
の
選
挙
に
お
け
る
事
例
等
に
よ
り
、
本
件
選
挙

が
信
頼
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
な
ど
と
主
張
す
る
が
、
本
件
選
挙
に
お
い
て
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
不
正
等
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
実
に
基
づ
く
主
張

が
認
め
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
申
出
人
森
園
和
重
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
。

以
上
の
と
お
り
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
を
無
効
と
す
る
申
出
人
森
園
和
重
の
主
張
に

は
い
ず
れ
も
理
由
は
な
く
、
本
件
異
議
の
申
出
は
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
主
文
二
の
と
お
り
決
定
す
る
。

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

遠

藤

俊

博
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